
1 内部 3

複数のページで
canonicalの設定を特定
のページに向けてし
まっている。

HTMLを確認する。 参考 正しくcanonicalを設定する。あ
るいはcanonicalを除去する。

2 内部 ○ 1
ペナルティを受けてい
るページにリンクを
貼っている

リンク先のページがペナル
ティを受けているかを判定す
る。

参考 リンクを外す。

3 内部 ○ 3

クローキング（検索エ
ンジンとユーザーに別
のHTMLのソースを見せ
ること）

クローキングを意図していな
くてもサイトにマルウェアな
どが感染させられると、ク
ローキングとみなされること
もある。その場合はウェブマ
スターに直越メールが届く。

参考 参考URLを元に対策する。 参考

4 内部 ○ 3 小さすぎる文字の利用 意図的に行っていれば修正を
行う。

ユーザーが文字を読めるように
する。

5 内部 ○ 3
背景と類似色を用いる
ことによる隠し文字が
ある

意図的に作成していない場合
でも起こり得るのでHTMLと
CSSをチェックする必要があ
る。また、実際は目に見えて
いても、スパム判定される
ケースがある。

ユーザーが文字を読めるように
する。また、CSS・HTMLの両
方で色を指定することがないよ
うにする。

参考

6 内部 ○ 3
noframes　タグの中に
無関係のキーワードを
詰め込む

意図的に行っていればすぐに
判別可能。テンプレートに埋
め込まれている場合もありう
るので、HTMLを確認したほ
うが確実。

HTMLを修正する。

7 内部 ○ 3
noscript　タグの中に無
関係のキーワードを詰
め込む

HTMLを確認する。ブログ
パーツ・テンプレートなどに
スパム的alt属性が埋め込まれ
ていることもあるので注意。
Lynxなどのブラウザで確認す
る方法もある。

HTMLを修正する。

8 内部 ○ 3

display: none / text-
indent: / visibility:
hidden　などを悪用す
る

意図的に行っていればすぐ判
別可能。意図していなくても
スパム的な使い方になってい
る場合もあるのでLynxなどの
ブラウザで確認する。

修正する。 参考

9 内部 ○ 3 小さい画像に対してalt
属性が付与されている

HTMLを確認する。ブログ
パーツ・テンプレートなどに
スパム的alt属性が埋め込まれ
ていることもあるので注意。
Lynxなどのブラウザで確認す
る方法もある。

altを修正する。
・ボタン、区切り線、スペース
調整のための画像は””にする

10 内部 ○ 3 隠しリンクを使用して
いる。

意図的に作成していない場合
でも起こり得るのでHTMLと
CSSをチェックする必要があ
る。また、実際は目に見えて
いても、スパム判定される
ケースがある。

参考

ユーザーが文字を読めるように
する。また、CSS・HTMLの両
方で色を指定することがないよ
うにする。

参考
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11 内部 ○ 3
隠しフレームを使う、
または小さすぎるフ
レームを使う

意図的に行っていればすぐに
判別可能。小さすぎるフレー
ムを使ってしまうことは、
HTMLのコーディングのミス
などによっても起こる。また
テンプレートに埋め込まれて
いる場合もありうるので、
HTMLを確認したほうが確
実。

HTMLを修正する。

12 内部 ○ 2
ブログパーツなどに不
正なリンクが仕組まれ
ている

HTMLを確認する。Lynxなど
のブラウザで確認するのもよ
い。

ブログパーツなどを除去する。

13 内部 ○ 2
画像から読み取れる内
容と異なるalt属性のテ
キスト

HTMLを確認する。ブログ
パーツ・テンプレートなどに
スパム的alt属性が埋め込まれ
ていることもあるので注意。
Lynxなどのブラウザで確認す
る方法もある。

altを修正する。
・ナビゲーションのボタンなど
であれば、中に入っている文字
そのまま
・何かの情景写真であれば、情
景を説明する文面（あくまで写
真から読み取れる内容にとどめ
る）
・ボタン、区切り線などであれ
ば””にする

14 内部 1 em/strongを多用する。 HTMLを確認する。 HTMLを修正する。

15 内部 0
強調タグ(b/em/i/strong
など)をCSSで目立たな
くする

診断不要。 対処不要。 参考

16 内部 1
フィッシング、ウイル
ス、トロイの木馬など
がリンク先に含まれる

セーフ ブラウジングでリンク
先サイトを診断する。 参考 リンクを外す。あるいは

nofollowをつける

17 内部 1 内部リンクの一貫性が
崩れている

同一のコンテンツに対して、
複数のURLでリンクするよう
になっていないか確認する。
例）hoge.com/index.html　・　
hoge.com/　・　hoge.
com/index.php
といった複数のURLでリンク
するようになっていないか

内部リンクの一貫性をチェック
し修正する。

18 内部 1
発リンクが多すぎる
（200箇所以内ぐらいに
抑えたほうがベター）

厳密にリンクの数を数えると
いうよりは、不自然な発リン
クが多数存在するかというこ
とを利用者の目線で確認す
る。

発リンクを減らす。

19 内部 1 リンク切れが多数ある

ウェブマスターツールのク
ロールエラーはあまり参考に
ならない。右記のようなリン
ク切れのチェックツールで確
認する方が確実。

参考 リンク切れを修正する。

20 内部 0 アフィリエイトのタグ
を貼った

タグを通常考えられる程度の
数を貼っただけであれば問題
ない。

タグを数十も貼ったという場合
は適正な数まで減らす。タグの
HTMLがW3C準拠になっていな
いことが順位下落の原因になっ
ているというように気にする人
もいるがそれは関係ない。

参考
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21 内部 3 クローリングの阻害要
因がある

ウェブマスターツールのク
ロールエラー、クロールの統
計情報を確認する。ウェブマ
スターツールが使えない場合
は、robots.txtや.htaccessを目
視で確認する。

クローリングできるように
robots.txt / .htaccess を修正す
る。

参考

22 内部 ○ 3
サイバー犯罪に多用さ
れるドメインを用いて
いる。

2011/8現在　対象ドメイン　
「.co.cc」 「.rr.nu」「.co.
tv」

URLを変更するしかなく、ペー
ジランクを新しいURLに引き継
ぐことは不可能。あまりマイ
ナーなドメインは使わないほう
が無難。

参考

23 内部 3～0

サーバの停止・もしく
はドメインの期限切れ
などによりアクセスで
きない期間があった。

正常にコンテンツにアクセス
できるかどうか確認する。

正常にアクセスできるように対
処する。
アクセスできなかった期間が1日
程度ならば、アクセスできるよ
うになればほぼすぐインデック
ス・ページランクは回復する。
期間が数日以上にわたる場合
は、sitemap.xmlを作成してウェ
ブマスターツールから送信する
と、インデックス、ページラン
クの回復を早められることがあ
る。
サーバのメンテナンスで一定時
間停止する場合は、ステータス
コード503を返すようにしてお
くと影響を回避することができ
る。

参考

24 内部 3～0 CMSシステムの不具合

あるURLでアクセスし、同一
のURLで後でアクセスして正
常にアクセスできたり、生成
されるコンテンツが正常であ
ることを確認するなどのテス
トを行う。

重大な不具合があった場合は大
きな損失が発生することがある
ので、CMSの実装・テストは慎
重に行う必要がある。

25 内部 2

本来想定されないURL
でのアクセスが可能に
なってしまっている(IP
アドレスや、レンタル
サーバーの名称のドメ
イン）

レンタルサーバーの設定を調
べて、そのアドレスでアクセ
スが可能かブラウザにURLを
入力して調べる（例 hoge.
sakura.ne.jp /
123.234.012.234）。また、
アクセスが可能であった場合
は、そのURLをsiteコマンド
で検索して、検索に自サイト
が出力されると、これが順位
下落の原因になっている可能
性が高い。

本来想定されないURLでアクセ
スされた場合は、301リダイレ
クトで本来のURLに転送する。
あるいは、ステータスコード
404が返るようにする。

番号 分類 Penalty 影響 項目 診断(参考URL) 対処(参考URL)
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26 内部 2
中古ドメインのパワー
が失われた（ページラ
ンクが偽装だった）

ページランクがあるように見
える中古ドメインを手に入れ
た場合に起こる場合がある。
手に入れた中古ドメインに
ページランクがあるわけでは
なく、他のページランクがあ
るドメインから301リダイレ
クトされてページランクがあ
るように見えているケースで
ある。このような場合は301
リダイレクトが解除された
ら、ページランクを失う。

対処法はない。

27 内部 2
URLの命名規則を変え
た　（例　.php → .
html）

URLの命名規則の変更は意図
的な変更なので診断は容易。

命名規則を変更した場合は、旧
URLでアクセスされた場合には
新URLに301リダイレクトする
ようにする。

28 内部 1～0
PC用とモバイル用で同
一のコンテンツが別の
URLで存在する

Mobile Link Discovery を正常
に設定しておけば重複コンテ
ンツだとみなされる恐れはな
いので確認を行う。

参考
Mobile Link Discoveryが設定さ
れていない場合は、設定を行
う。

参考

29 内部 1～0 レスポンスが悪化して
いる

ウェブマスターツールのク
ロールの統計情報から確認す
る。また、レスポンスを測定
するツールも数多く存在する
のでこのようなものを利用す
るのもよい。

参考

レスポンスを悪化させる要因を
除去する。例）不要なプラグイ
ンの除去、キャッシュ機能の改
善、外部システムとの連携の削
除、画像の圧縮・縮小など　
とはいえ、体感速度として明ら
かに遅いという感じがなければ
ほぼ順位に影響しないと考えら
れる。

参考

30 内部 0
PC用とモバイル用で同
一のURLでアクセスで
きるようになっている

診断不要。 対処不要。 参考

31 内部 ○ 3 著作権違反をしている 意図的な操作であるため診断
は容易。

違反しているコンテンツを削除
する。

32 内部 ○ 3～1
地名・商品名・カテゴ
リなどのキーワードや
リンクを羅列している

複合キーワードでの検索を
狙ってキーワードを不自然に
羅列していないかを確認す
る。
例えば、ピザの宅配店舗のサ
イトで地名を列挙すれば、
「宅配ピザ ○○（地名）」と
いう様々な地名で検索される
可能性がある。しかし、この
ような手法を不自然に行うと
ペナルティを課せられる。

キーワードの羅列を削除する。
あるいは複合キーワードはコン
テンツ中に自然に含めるように
する。

33 内部 ○ 2 共起語による過剰最適
化

意図せずに共起語による過剰
最適化を行ってしまっている
こともありうるのでので、
ページ内に共起語が含まれて
いるかを確認する。

参考 共起語の出現数、及びリンクを
減らす。

番号 分類 Penalty 影響 項目 診断(参考URL) 対処(参考URL)

4



34 内部 ○ 2
類似コンテンツとみな
されるページが大量に
ある

コンテンツをチェックする。

基本的に類似コンテンツがあっ
てもペナルティになることはな
いが程度問題。ほぼ一緒のペー
ジが多数存在すると、ペナル
ティになる場合がある。
インデックスを増やすためだけ
に類似コンテンツのページを多
数作成している場合は適正な数
に減らす。
色だけ違う商品のデータが多数
ある場合などは以下のような対
応をする。
・類似ページを全て1ページに集
合ページにまとめて、個別ペー
ジからはcanonicalで集合ページ
に正規化する。
・個別ページの代表的1ページだ
けを残して、他はnoindexにす
る。

参考

35 内部 ○ 2

オリジナルコンテンツ
がない。RSSで取得で
きたり他のサイトにも
ある文章が多い

ドロップシッピングの商品文
などをそのまま貼りつけただ
け、あるいは意図的に他のサ
イトの文章を借用したという
ような場合は自覚があると考
えられる。わからない場合
は、コンテンツ中の文章をそ
のまま検索してみる。いくつ
もの文章を検索したときに、
他サイトでも同じ文章が見つ
かれば、これを疑う。

独自コンテンツを作り込む必要
がある。

36 内部 ○ 2

複数のページ、サブド
メイン、ドメインで同
一のコンテンツを掲載
している

コンテンツをチェックする。

・複数サイトを運営していて、
同一のセキュリティポリシーを
掲載している。
・規約をHTMLとPDFで掲載し
ている。
といったような場合、canonical
で代表ページに正規化する、
PDFページへはnofollowでク
ローリングさせないようにす
る、noindexにするなどの対応が
考えられる。

番号 分類 Penalty 影響 項目 診断(参考URL) 対処(参考URL)
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37 内部 ○ 2
コンテンツが空になっ
ているページが多数存
在する

例示すると以下のようなユー
ザーインターフェースを作っ
た場合などにこの問題が生じ
る。
・全市区郡町村別にリンクが
あり、該当件数が0件の市区
郡町村が多数ある。
・商品カテゴリ別に絞り込ん
でいくようなユーザーイン
ターフェースになっている場
合に、該当商品がないリンク
が存在する。
・カレンダーでコンテンツが
空の日付、未来日にもリンク
がある。

リンク先に該当のコンテンツが
存在しない場合、以下のような
対応を取ることが望ましい
・リンク自体表示されないよう
にする。
・リンクを残す場合はnofollow
もしくはrobots.txtでクローリン
グさせないようにする。

38 内部 ○ 2
上位表示させたいキー
ワードを多く詰め込み
すぎている

何％以上になるとペナルティ
になるといった明確なガイド
ラインはない。人間が目視し
て不自然かどうかがポイン
ト。

不自然ではない程度にキーワー
ドを減らす。

39 内部 ○ 2～0 同一キーワードを過度
に反復している。

意図的に行っている場合は修
正する必要があるが、意図せ
ずに行っていることがあるの
でHTMLを確認する。
ハンドバッグ －> ルイヴィト
ン ハンドバッグ / エルメス ハ
ンドバッグ / シャネル ハンド
バッグ / ・・・
例えば上記の左端のハンド
バッグをクリックすると、右
のようなリンクが展開される
というようなインターフェー
スを作ってしまうとこのよう
なペナルティが発動すること
がある。

検索エンジンがなければこのよ
うなコンテンツやインター
フェースを作るかと自問して、
自然なライティングを心がけ
る。

40 内部 1

メインとなるコンテン
ツに関係のないキー
ワードが多数ある（検
索エンジンから見ると
テーマが散漫になる）

目視で確認する。 メインとなるコンテンツ以外の
余計な文章を除去する。

41 内部 0

コンテンツが複数言語
対応となっており、意
味としては同一コンテ
ンツが複数存在する。

診断不要。
言語が異なれば、別コンテンツ
とみなされるため類似したコン
テンツとはみなされない。

42 内部 0 一度に大量のページを
追加した 診断不要。

大量にコンテンツを追加すると
いうことは、通常のサイトの作
成でもありうることなのでペナ
ルティを課されることはない。

参考

番号 分類 Penalty 影響 項目 診断(参考URL) 対処(参考URL)
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43 内部 ○ ？

display: none / text-
indent: / visibility:
hidden　などを正しく
使う

正しく使用していれば問題な
い。

原則的には問題ないが、他にス
パムみなされるような要因があ
ると、総合的なスパム判定に含
まれる場合があるので、このよ
うなコーディングはしないほう
が好ましい。

参考

44 内部 3 noindexがついている HTMLを確認する。 noindexを外す。

45 内部 ○ 3
フィッシング、ウイル
ス、トロイの木馬など
がページに含まれる

セーフ ブラウジングで自サイ
トを診断する。 参考 右記のURL参照のこと。 参考

46 内部 ○ 2 title属性にキーワードを
詰め込んでいる

アンカーテキストと同じ、あ
るいは空白になっているか
HTMLを確認する。

HTMLを修正する。 参考

47 内部 2 HTMLの重大なミス
右記のHTMLチェッカーで確
認し、重大なミスについて確
認する。

参考

Googleは基本的には正しくない
HTMLのソースを読むことがで
きるので、重大なエラーを修正
する程度で良い。左記のHTML
チェッカーでの重要度9は修正し
たほうがよいだろう。

参考

48 内部 1 meta descriptionの重複 HTMLを確認する。

descriptionは全てのページで変
えることが好ましいが、手間な
らばdescriptionをなしにするの
も一つの選択肢。

49 内部 1 <h1>が2つ以上ある 意図的な施策であるため診断
は容易。

<h1>が2つ以上あることで直接
ペナルティになることはない
が、ページ内のテーマが分散す
るため好ましくない。<h1>を書
いた数の分だけページを分ける
ようにする。

参考

50 内部 0 <h1><h2><h3>をCSS
で小さくする 診断不要。 対処不要。 参考

51 内部 0 meta descriptionがない 診断不要。

descriptionの有無は順位に影響
しないが、検索結果に表示され
ることがあり、CTRに影響する
ためその観点から吟味して作成
するのが望ましい。

52 内部 0 meta keywordsがない 診断不要。

2011/8現在　Googleはmeta
keywordsを全く見ていないので
不要。しかしながら将来的にこ
の部分を評価することがないと
も限らないので、記述する方が
望ましい。

参考

53 内部 0 <h1>が<h2>より下にあ
る 診断不要。 対処不要。 参考

54 内部 1
定型的な長文が複数
ページに記載されてい
る

左記を確認する。

運営ポリシーなどの定型的な長
文については概要だけを掲載す
るようにして、詳細は別ページ
に記載するなどの対策をする。

番号 分類 Penalty 影響 項目 診断(参考URL) 対処(参考URL)
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55 外部 ○ 3 リンクファームへの参
加

被リンクを増やすためだけの
相互リンクなどに参加してい
るか。

参考
リンクファームへのリンクを外
し、他から受けているリンクを
外してもらう。

56 外部 ○ 3
中古ドメインから不正
に301リダイレクトを
行っている

SEO目的での中古ドメインか
らのリダイレクトは意図的な
操作であるため診断は容易。

参考 301リダイレクトを解除して、
再審査リクエストを行う。 参考

57 外部 2

コンテンツを他のサイ
トにパクられてそちら
のほうが上位表示して
しまっている

コンテンツ中の文章をそのま
ま検索すると、他サイトが自
サイトより上位表示され、表
示された他サイトのページの
内容が自サイトのページのコ
ンテンツとほぼ完全に一致す
る。このような場合、自サイ
ト側にペナルティを疑われる
ような要素があると、自サイ
ト側がインデックス抹消され
てしまうという事態も考えら
れる。

右記のURL参照のこと。 参考

58 外部 ○ 2 急に被リンクが増えた

通常は被リンクが増えても順
位が下落することはないが、
あまりにも急速に被リンクが
増えると一時的に順位が下降
することも考えられる。人気
コンテンツができた場合など
はこれを疑ってもよい。

対処不要。これが原因の順位下
落であれば順位が回復すること
が多いので一定期間様子をみ
る。

参考

59 外部 2

検索上位を独占しよう
として複数ドメインで
類似のコンテンツを作
成した

意図的な施策であるため診断
は容易。

別ドメインによる複数サイトを
作ることで、検索結果を独占し
ようとするのはQDDがあるため
非常に難しい。一般的には一つ
のドメインに集約しコンテンツ
を充実させるという戦略をとっ
たほうがよい。

参考

60 外部 ○ 2 自動相互リンクシステ
ムへの参加

通常の相互リンクではなくシ
ステム化した相互リンクシス
テムに参加している。

相互リンクシステムの参加をや
める。

61 外部 2 被リンクのパワーが失
われた

右記のURL参照のこと。追記
として被リンク元のサイトの
トップページがページランク
が0ではなくて、「なし」に
なっているサイトがあれば、
おそらくそのサイトからのリ
ンクのパワーはないと考えら
れる。

参考 右記のURL参照のこと。 参考

番号 分類 Penalty 影響 項目 診断(参考URL) 対処(参考URL)
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62 外部 2～0 コンテンツを他サイト
に提供している

コンテンツを提供した他サイ
トのほうが自サイトより他サ
イトの方が上位表示されてい
る。

コンテンツを提供しているサイ
トには、
・syndication-source または
original-source を設定してもら
う。
　（これが一番良い）
・自サイトへのリンクを貼って
もらう。
　（次善の策。全く同一のコン
テンツが多数存在する場合に、
同一のリンク先がありリンク先
も同一のコンテンツであった場
合は、リンク先をオリジナルと
みなすアルゴリズムがあるた
め。しかしながら、サイトのパ
ワーが提供先サイトの方が圧倒
的に高い場合はこの方法も確実
ではない）

参考

63 外部 ○ 2～0 自作自演の被リンクが
ある

意図的な操作であるため診断
は容易であるが、
・被リンクのパワーが失われ
ただけ
・自作自演によってペナル
ティになった
この2つを見分けることは難
しい。自作自演で作ったサイ
トについて右記のフローに従
い診断を行う。自作自演サイ
トが重大なペナルティという
判断になった場合は、そこか
らリンクを受けているサイト
もペナルティになっている可
能性が高い。

参考 被リンクを外す。

64 外部 ○ 2～0 外部リンクを購入した

リンクを購入しないことが望
ましいが、もし購入する場合
は業者からどのページからリ
ンクされるのかを確認してお
くこと。確認しておけば46と
同様に診断が可能。
リンクを供給した実績のある
サイトをいくつか教えてもら
えるとよい。同時期に順位の
下落が観察できれば購入した
リンクに問題があった可能性
が高いというような診断がつ
くこともある。

外部リンクを購入した業者に相
談する。納得のいく回答が得ら
れない場合は、被リンクを外し
てもらうことを検討する。
被リンクを外してもらえない
ケースもあるので、その場合は
業者名を明記してGoogleに申請
する。

参考

番号 分類 Penalty 影響 項目 診断(参考URL) 対処(参考URL)
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65 外部 ○ 2～0 競合サイトからスパム
リンクをつけられた

サイトが開設してから日が浅
かったり、他にスパムを疑わ
れるような施策を行っていた
りする場合などに、ごくまれ
にではあるがペナルティが発
動することがあり得る。
ウェブマスターツールを使う
か、使えない場合はアメリカ
Yahoo!の「Site Explorer」で
被リンクを調べる。
発見した被リンクのついてい
るサイトについて右記のフ
ローに従い診断を行う。被リ
ンクのサイトが重大なペナル
ティになっているサイトが多
数あった場合は、この可能性
を疑ってみてもよい。

参考 再審査リクエストを送信する。 参考

66 外部 0

ページの評価を引き下
げることを目的として
スパムサイトから301リ
ダイレクトされている

診断不要。
マイナスの評価をリダイレクト
で引き継ぐことはないため、問
題ない。

参考

番号 分類 Penalty 影響 項目 診断(参考URL) 対処(参考URL)
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